
恵みを受け取る（１）水と聖霊のバプテスマ  

 
1. 水のバプテスマ 

 
A) バプテスマとは 

・	 語源はギリシア語の「バプティゾー」。水に沈める、浸す、という意味。 
・	 聖書的なバプテスマは「滴礼」ではなく、「浸礼」 
	 ＊聖書時代〜初代は、全て「浸礼」方式で行われた。 

・	 「父・子・聖霊」の名によって授ける。 
「だから、あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼ら

に父と子と聖霊の名によって洗礼を授け、」（マタイ 28：19） 
 

B) バプテスマは、救いのプロセスの一部である。 
「信じてバプテスマを受ける者は救われます。しかし、信じない者は罪に定められ

ます。」（マルコ 16：16） 
・	 聖書は救いの条件として、明白に「信仰」と「バプテスマ」を挙げている。 
	 ＊バプテスマは、救いや罪の赦しと直接関連づけられている。 
	 ＊ただし、救いは信じた時から始まる。 

・	 信仰告白とバプテスマは切り離せない。 
	 ＊使徒の働きを見ると、ほとんどの場合、信じたその日に受けている。 
	 ＊ピリピの看守。真夜中に信じ、朝が来る前に洗礼を受けた。 
	 ＊バプテスマを拒否するなら、救いに至る信仰が無いことになる。 
 

C) バプテスマの意味（１）罪を洗い清める。 
	 ＊信じた全ての人が、最初に受け取るべき神の恵みである。 
「そこで、ペテロは彼らに言った。「それぞれ罪を赦していただくために、悔い改

めて、イエス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、賜物

として聖霊を受けます。」（使徒 2：38） 
「さあ、何をためらっているのですか。立ちなさい。その方の名を呼んでバプテス

マを受け、自分の罪を洗い流しなさい。」（使徒 22：16） 
「神は、私たちが行った義のわざによってではなく、ご自分のあわれみによって、

聖霊による再生と刷新の洗いをもって、私たちを救ってくださいました。」（テトス

3：5） 
使徒 8：36〜38、10：47〜48も参照 



 
D) バプテスマの意味（２）キリストと一体化する 

＊イエスと共に葬られ、共によみがえり、新しい命に生まれ変わる 
「それとも、あなたがたは知らないのですか。キリスト・イエスにつくバプテスマ

を受けた私たちはみな、その死にあずかるバプテスマを受けたのではありませんか。

4私たちは、キリストの死にあずかるバプテスマによって、キリストとともに葬ら
れたのです。それは、ちょうどキリストが御父の栄光によって死者の中からよみが

えられたように、私たちも、新しいいのちに歩むためです。5私たちがキリストの
死と同じようになって、キリストと一つになっているなら、キリストの復活とも同

じようになるからです。」（ローマ 6：3〜5） 
「バプテスマにおいて、あなたがたはキリストとともに葬られ、また、キリストと

ともによみがえらされたのです。キリストを死者の中からよみがえらせた神の力を

信じたからです。」（コロサイ 2：12） 
・	 単なる儀式でなく、霊的な現実をもたらす神の力である。 
・	 水のバプテスマによって解放や癒しが起きる事例は多数ある。 

 
E) 神に対する誓約である。 

「かつてノアの時代に、箱舟が造られていた間、神が忍耐して待っておられたとき

に従わなかった霊たちにです。その箱舟に入ったわずかの人たち、すなわち八人は、

水を通って救われました。21 この水はまた、今あなたがたをイエス・キリストの
復活を通して救うバプテスマの型なのです。バプテスマは肉の汚れを取り除くもの

ではありません。それはむしろ、健全な良心が神に対して行う誓約です。」（第一ペ

テロ 3：20~21） 
 

F) ノアの大洪水・紅海の奇跡は、バプテスマの型だった。 
「兄弟たち。あなたがたには知らずにいてほしくありません。私たちの先祖はみな

雲の下にいて、みな海を通って行きました。2 そしてみな、雲の中と海の中で、モ
ーセにつくバプテスマを受け、」（第一コリント 10：2） 
・	 イエスを信じる：箱舟に入る、血を門に塗る 
・	 洗礼を受ける：大洪水を通る、紅海の水を通る 
・	 聖霊降臨と異言：ノア契約と虹、モーセ契約と石板 

 
2. 聖霊のバプテスマ 

 
A) 上から下る聖霊の力に満たされること 



「しかし、聖霊があなたがたの上に臨むとき、あなたがたは力を受けます。そして、

エルサレム、ユダヤとサマリアの全土、さらに地の果てまで、わたしの証人となり

ます。」（使徒 1：18） 
・	 キリストの証人となるために必要な力 
・	 「力」（デュナミス）のギリシア語の意味は「超自然の力」。 

 
B)  多くの場合、異言が出る。 

・	 「また、炎のような舌が分かれて現れ、一人ひとりの上にとどまった。4する
と皆が聖霊に満たされ、御霊が語らせるままに、他国のいろいろなことばで話

し始めた。」（使徒 2：3〜4） 
・	 「これを聞いた彼らは、主イエスの名によってバプテスマを受けた。6パウロ
が彼らの上に手を置くと、聖霊が彼らに臨み、彼らは異言を語ったり、預言し

たりした。」（使徒 19：5〜6） 
 

C)  「使徒の働き」では、水のバプテスマとセットで行われている。 
・	 「そこで、ペテロは彼らに言った。『それぞれ罪を赦していただくために、悔

い改めて、イエス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれ

ば、賜物として聖霊を受けます。』」（使徒 2：38） 
・	 「ペテロがなおもこれらのことを話し続けていると、みことばを聞いていたす

べての人々に、聖霊が下った。45 割礼を受けている信者で、ペテロと一緒に
来た人たちは、異邦人にも聖霊の賜物が注がれたことに驚いた。46 彼らが異
言を語り、神を賛美するのを聞いたからである。するとペテロは言った。47
「この人たちが水でバプテスマを受けるのを、だれが妨げることができるでし

ょうか。私たちと同じように聖霊を受けたのですから。」（使徒 10：44〜47） 
・	 水のバプテスマと同様、霊的な現実をもたらす神の力であり、癒しや解放が起

こる事例が多数ある。 
 

D)  神は全ての信者が受け取る事を望んでいる 
・	 イエスは大宣教命令で、「新しいことば」を約束した。 
「信じる人々には次のようなしるしが伴います。すなわち、わたしの名によっ

て悪霊を追い出し、新しいことばで語り、」（マルコ 16：17） 
・	 ペテロは、この約束は主を信じる全ての人々のためだと言った。 
「ペテロは彼らに言った。『それぞれ罪を赦していただくために、悔い改めて、

イエス・キリストの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、賜物と

して聖霊を受けます。39 この約束は、あなたがたに、あなたがたの子どもた



ちに、そして遠くにいるすべての人々に、すなわち、私たちの神である主が召

される人ならだれにでも、与えられているのです。』」（使徒 2：38~39） 
・	 パウロは、全ての信者が異言を語る事を望んでいた。 
「私は、あなたがたがみな異言で語ることを願いますが、それ以上に願うのは、

あなたがたが預言することです。異言で語る人がその解き明かしをして教会の

成長に役立つのでないかぎり、預言する人のほうがまさっています。」（第一コ

リント 14：５） 
・	 聖霊のバプテスマを受けていない信者もたくさんいるが、救いとは関係がない。 
・	 新契約の恵みを十分に受け取るためには、不可欠である。 
・	 力強い聖霊の働きによって歩む人々は、一貫して異言の重要性を語っている。 
＊ジョン Gレイク、スミス・ウィグルワース等 
 

E)  受け取る方法 
・	 使徒や預言者や牧師、あるいは既に受けた人に祈ってもらう。 
＊使徒の働きの記録では、全て使徒による按手となっている。 
＊大東先生の体験。 

・	 自分で祈り求めて受け取る事も可能。 
・	 全ての信者に対する神の約束だと信じる。 
・	 信じて舌を委ねる。 
＊聖霊の現れ 

・	 初めは単純な音の繰り返しの場合もある。 
＊R君の体験 
＊トーベンさんの異言について 
 

3.  参考記事・文献  

 

A)  水のバプテスマについて  

・	 エホバの証人のバプテスマは聖書的ですか？（エホバの証人への福音） 
・	 人は洗礼を受けていなくても救われるのでしょうか。（Bible Toolbox）  

 
B)  聖霊のバプテスマについて  

・	 朝の九時―聖霊の体験とその後 10 年間のあかし（デニス・J・ベネット）  

・	 聖霊の現れ（ロバート・フロスト）  

・	 Lesson 11 - Baptism with the Holy Spirit （The Last Reformation） 


